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中 道 正 之 (阪大･人間科学)
四肢に重度の先天的奇形を有すエホンザルの性
行動が以下の2条件について調べられた｡
I.餌付け集団に生存する奇形個体の場合｡
両前肢手首欠損の雄個体 (Saburo.1978年誕
坐)は,非交尾期には母ザルとの距離が近く.
groomingを受ける等の関わりが密であり.これ
は他の正常同年齢雄個体が周辺化し母子の関わり
が減弱している事実と著しく異なる｡交Fa親にお
いては.Saburoは母ザルとの関わりが減少し.
逆に餌場中心部において成体雌と数日間のコンソ
ー ト関係を維持した｡その間にmountingは行な
われたが.稀であり,腹部が互いに接触して拙さ
合う姿勢を頻はんに行なった｡
Il.ケージ飼育されている奇形個体の場合.
災団飼育されている4頭の重度奇形個休 (2.5
歳～5.5歳)は.非交尾期には主として生殖Z.1及
びその周辺へのsocia1-groomingあるいはaut0
-groomingを叛発し.交尾期においてはこれが
一層顕琴になり･時に射精に至った｡さらに2Wl
の間で.一方が仰臥位をとり他方が上からのりか
かり腹部を互いに接し生殖器をこすりつける行動
が叛出した｡この行動も射精に致ることが多々奴
察された｡対照群の正常個体雄の災団朗符酢では
groomingは背部 ･四肢が主で.奇形固肘Iilで祝
祭された抱きつきは見られず.逆にmountingが
奴発した｡
以上j:り重皮奇形個体も当然,射柄に至り交ja
能力を保持してはいるが.その一連の性行動に.
四肢の欠損による行動変容を余儀なくされ,個々
の欠陥に適応した方法で.性行動をすると考えら
れる｡また.これより重度奇形個体でも災団円で
排斥されることなく集団成員と性的関係を充分に
発展させることが可能であることが理解される｡
尚.当該被験採団 (淡路島集団)における1969
-1982年の奇形発生率は24.7%であり.1982年
だけでは4%であり.近年.奇形の発生は減少傾
向にある｡
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